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キー ワー ド
ァクセ ン トと聴解 ・音声 と麦記 のずれ ・聴解 ス トラテジー ・聴覚印象
0.は じ め に
早 稲 田 大学 目本 語 研 究 教 育 セ ン タ ー の別 科 目本 語 専修 課 程 で は,プ レイ
ス メ ン トテ ス トで 「初 級 終 了 レベ ル以 上 」 と判 定 され た学 生 は,技 能 別 ク
ラス に登 録 す る よ うにな っ て い る 。 技 能 ク ラ ス と して は 「聴 解 」 「読 解 」
「口頭 表 現 」 「文 章 表 現 」 「文 法」 「総 合
」 に3レ ベ ル(初 中級)か ら8レ ベ
ル(上 級)ま で の ク ラ スが 置 か れ,さ らに複 数 の レベ ル を段 階 別 に ま と め た
「発 音」 「漢 字 」 の ク ラス も設 置 され て い る
。技 能 ク ラ ス は,主 に別 科 専修
生 が登 録 す る 「A・B」 「C・D」 ク ラ ス と学 部 ・大 学 院 正 規 学生 や科 目等
履 修 生 が 登 録 す る 「E・F」1)ク ラス とが あ る。
筆 者 は,2000年 度 に春 学 期 ・秋 学 期 そ れ ぞ れ の 「聴 解3E」 の担 当 と
な り,同 時 に全 「聴 解 」 ク ラ スの コー デ ィ ネ ー ター に な っ た 。 そ の た め,
2000年 度 の 開 始 に 当 た っ て担 当講 師 に そ れ ぞ れ の レベ ル の 指 導 上 の到 達
目標 を示 す 必 要 が あ った 。 そ の とき の到 達 目標 設 定 の基 本 理 念 は,8レ ベ
1)「A・B」 クラス と 「C・D」 クラスは,基 本的には90分1コ マ を同 じ担 当講
師 で2コ マ続 けたセ ッ トの授業 である。「A・B」 と 「C・D」 の両方 があ るの は同
じレベル のク ラス数 を増 や して学生の登録 の便宜 を図 るためで ある。一方,「E・
F」 は 「E」 と 「F」が担当講師 も違 う別 々 のクラスになっている。
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ルを超上級 と考え2〉,3レベルを初中級 と考えて,そ の問に7・6の 上級 レ
ベル,5・4の 中級 レベルを配するというものだった。そ して,自 分 もそ
の一部 を担当する3レ ベルの到達 目標は次のように設定した。
① 到達 目標
◇発音/聴 覚印象



















2)た だ し,1999年 度 の秋 学期 に 「聴解8E」 を担 当 した とき,こ の レベル を
「超上 級」 と考 えて 目標設定 す るのは,学 生 の実力 に合わない とい うこ とが判 明 し
た。その経緯 につ いては,〈 参考文献〉欄 の川 口(2001)参 照 。




つまり,3レ ベルでは,「① 到達 目標」で設定 した伝達内容を含む教材
を用意 し,発 音 と聴覚印象に関する意識 を音節 レベルか ら韻律 レベルヘ拡
張 させつつ,既 習の初級文型 ・語彙の復習 と中級語彙の拡充を図るという
ことを指導の中心に持 ってきたのである。この指導 目標 を達成するために
は,市 販の初級聴解教材 を 「精聴」してみること,す なわち教材のタスク
ができればいいとい う 「トップダウン型」の聞き方だけではなく,一 文ず
っを丁寧に聞 く 「ボ トムアップ型」の聞き取 り練習 も必要 と考えだ〉。
そこで,初 級教材 として広 く使われている 『毎 目の聞き取 り50目 』を
使用し,各 課の問題をすべて 「精聴」 し,か つまた穴埋めのディクテーシ
ョン問題である 「問題4」 を 「完全書き取 り」 の宿題 にして,既 習項 目の
聴覚による確認を促すことにした。
本稿は,こ のような 目標を設定 して行 った 「聴解3E」 のクラスで実際
に何が指導されたか,学 生からはどのような質問が出たかを,2000年10
月16目 から2001年1月22目 までの12回 のクラス授業記録5)から再録
し,そ れによって 「初中級 レベルの聴解」の指導 目標を再検討 しようとす
4)こ の よ うに考 えたのは,1999年 度秋学期 に担 当 した 「聴解8E」 で,上 級 と
考 えられ る学生 が既習 と思 われるべき語彙 や文型 が聞 き取れ ないの を何度 も経験 し
たためで ある。 これは,学 生 自身 が考えてい るそ の日本語の項 目の言語音 としての
実現 が実際 の言語音 の聴覚印象 と乖離 しているためで ある場合 が多い。す なわ ち,
実際 の音声的実現形 を通 さず に学 習した項 目は,結 局聴解 の際 に理解 され ず,学 習
した ことにはな らないの である。この経験 か ら,聴 解 クラスの全担 当者 に対 して,
コーディネー ターの立場 として 「すべての レベル で,授 業 の一部(あ るいは全部)に
かな らず ディクテーシ ョンを取 り入れ,表 記 と発音/聴 覚印象 のずれ を意識化 させ
る」 こ とを要求 した。
5)授 業記録 は,「聴解3E」2000年 度秋学期 にクラス見学 に来 ていた拓殖 大学大
学 院言語教育研 究科修士課程 の学生(当 時)の 鈴木理子 氏 に依頼 してつ けても らい,
当方 の授 業 メモ と対照 させ て資料 とした 。なお,鈴 木氏 は2000年 度春学期 にも見
学 に来 てお り,こ の両学期 を比較 して記録 をつ けてい る。
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る も の で あ る6)。
1.発 音 ・聴覚印象の確認
前節 にも書いたように,聴 解3レ ベル,す なわち初 中級 レベルの指導
目標の一つは,既 習の文法 ・語彙項 目を 「言語音の実現形」 として聞か
せ,学 生自身の持つ発音 ・聴覚印象の異同に気づかせることにある。この
面では,各 授業で単音 レベルの聞き取 り発音から聴解のス トラテジーまで
常にさまざまなことを指摘 し,指 導 しなければならなかった。
以下,授 業ご とに指導項 目を紹介する。
10月16目(第26・27課)
◇第26の 「マ ン ガ の 中 に 出 て くる ロボ ッ ト」 の 下 線 部 の聴 解 の と き,
「ま ん
_の な か_で て くる」 と聞 き取 っ た の で,聞 こ え な い 下 線 部 分
を文 脈 の 意 味 と文 法 知 識 か ら推 測 させ,正 解 を得 る。 そ の とき,「 マ
ンガ」 が な ぜ 「ま ん」 と しか 聞 こ え な い か に つ い て,「 ガ行 鼻 濁 音 」
の問 題 と して解 説 。
◇同 じ会 話 の 中 に 「ふ 一 ん 」 とい う部 分 が 出 て くる の を カ ナ表 記 させ
る。 実 現 が 無 声鼻 音 に な っ て い る の で,学 生 として は 「う一 ん 」.とい
う表 記 以 外 に思 いつ か な い ・ そ こ で,「 ふ`ん 」 「う うん(否 定)」 「は
あ」 な どの,音 声 の実 現 形 の聴 覚 印 象 か らは思 い つ きに くい表 記 を紹
介 。
◇「ア トム も ドラ え もん もこ ど も_た いへ ん に ん き が あ る」 の下 線 部
6)本 来 な ら指導 の到達 目標 を考 える時点 で授業 の各 回ご との指導 内容 も決 定 し
ているべきであるが,聴 解 のモ デル プログラムの研究 は目本語教育 の分 野全体 で も
進 められていないのが現状 である。 したが って,到 達 目標 を達成 すべ く教材 を選 ん
で授業 を進 めてい く中で,指 導上問題 にな るの はどこか を見つけて,そ れ を具体的
に記述 して行 かな ければな らないのである。
なお,到 達 目標 の基本 的 なアイ デァ は,ACTFLの"pro£ciencyguidelines"




◇「男の人はは じめて国技館へ来ました」の聞 き取 りの とき,学 生 が
「は じめて 行 きました」と聞いたので,文 法知識か ら助詞を確認
した ところ 「へ」 と正答。そこで全体 をもう一度聞 き取 らせる と,
「行きました」と聞く者 と 「来ました」 と聞 く者が出た。その時点で,
「低いアクセン トの母音の助詞 と動詞 〈来 ました>の 低 いアクセ ン ト
の第1拍 目が聴覚印象 として融合 して[イ キ]に 聞こえる」 ことを説
明。
◇「テレビで見るのとずいぶんちがいますね」の 「の」を聞き落 として,
「テレビで見るとずいぶんちがいますね」 とした学生 に,そ れでは文
脈上不都合ではないかと問いかけて 「の」の存在に気づかせる。
10月23目(第28課)
◇聞き取 り練習の 「恋人にあったらうれしいです」 と 「恋人があった ら
うれしいです」における助詞の違いと文意の違いか ら,動 詞のアクセ
ン トが同 じだった場合の助詞の聞き分けの大切 さを確認する。
◇同 じ練習の 「い くら呼んでも」 と 「い くら読んでも」のアクセン トの
相違の聞き分 けと発音の練習。「呼んで も」の中高型がむずかしいの
で,VT法 による練習。
10月30目(第29課)(指 導項 目な し)
11月6目(第30課)
◇「出ろ」と 「寝ろ」が聞き分けにくい理 由を,[dl音 と[n]音 の調音点
の類似性から説明。音素単位でな く,ア クセ ン トで聞 くよ うに指導
し,VT法 で発音練習。
◇「こら」が 「ほら」にも聞こえるという学生 に,両 音の調音点が近い
こと,日 本語の口蓋摩擦音は有気性が弱いことなどからその理由を説
明し,聴 覚印象に頼 らず文脈で理解するス トラテジーを使 うように指
導。
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◇「撮 影 禁 止 」 を 「さっ え きん し」 と聞 い た学 生 に ① 特 殊 音 素1拍 分 音
の存 在 を気 づ か せ,② そ れ が[エ]の 長 音 で あ る こ とを確 認 させ,③
そ の表 記 が 「い 」 で あ るこ とを再 認識 させ た 。 「え い」 表 記 の長 音 は,
そ の まま発 音 して も 「お う」 ほ ど の違 和 感 が な い た め二重 母 音 と解 釈
され や す く,長 音 と して の習 得 が 遅 れ る こ と を解 説 。
◇ 「現 場 に 出動 」 の 「出動 」 が,学 生 に は 「しつ ど う」 に しか聞 こ えな
い こ との 理 由 を無 声 化 現象 と して解 説 。 「しつ ～」 と聞 こ え る こ とば
を辞 書 で 探 して見 つ か らな い場 合 に は,「 し ゅつ ～」 で あ る可能 性 も
考 え よ と指 摘 。
11月13目(第31課)
◇「白い 雪 」 の聞 き取 れ ない 学 生 が多 い の にっ い て,[shiroiyuki]の 部
分 が母 音 と半 母 音(半 子 音)の 連 続 で(か つ[y]音 の 口蓋 摩 擦 が弱 くて)
音 と して聞 き分 け に くい の で,意 味 か ら考 え る ス トラテ ジー を優 先 す
るべ き こ と を指 摘 。
◇「しか た が な い」 の 「し」 の子 音 が 無 声 化 す る た め 「しか」 の連 続 が
「し」 と 「か 」 を一 字 ず っ発 音 した と き と は聴 覚 印象 が相 当 異 な るこ
と を指 摘 。
11月20目(第32課)
◇「来 て くだ さい」 の ア ク セ ン トは頭 高 型 と 中高 型 の 二 つ が あ り,ど ち
ら も正 しい と指 摘 。 ま た,「 着 て くだ さい」 は ア ク セ ン トの滝 の位 置
が異 な る 中高 型 で あ る こ とを確 認 。
11月27目(第33課)
◇「い っぱ い飲 も うよ」 の下 線 部 の ア ク セ ン トが 頭 高 型 と平 板 型 と で意
味 が変 わ る こ と を指 摘 。 聞 き分 け がで き る か ど うか をテ ス トす る。 聞
き分 け と発 音 にVT法 を使 用 。
◇「フ ィ ル ム」 が 「ふ ゆ」 と聞 こ え た学 生 に つ い て,「 フ ィ」 と流 音 の
「ル」 が 「ゆ」 に聞 こ え る こ と を指 摘
。「フ ァ」行 の 発 音 と聞 き取 りを
確 認 す る。 ま た,原 語 綴 りの"創m"を 近 似 音 で 表 記 した 「フ ィル
ー50一
ム」 も発 音 され る とき は[フ イ ル ム]に な っ て い る こ と が よ くあ る こ
と を指 摘 。 目本 人 の発 音 の多 様 性 も紹 介 す る。
◇「居 間 」 が 「い わ 」 「に わ」 に 聞 こ え る こ とにつ いて,[m]と[wlが と
も に両 唇 性 の 発 音 で あ る こ と,目 本 語 の[m]が 中 国 語 な ど に比 べ て
閉 鎖 が弱 い た め,よ り[w]に 聞 こ えや す い 点 等 を指 摘 。 新 居 の 中 を
見 て歩 く とい う教 材 の状 況 か ら意 味 的 な関 連 を類 推 す る ス トラテ ジ ー
で 「居 間」 を予 想、す べ き こと,お よび そ の種 の家 の 問取 りに 関 す る語
彙 を知 って い るべ き こ と を示 唆 。
12月4目(第34課)
◇練 習 の会 話 文,「 学 校 へ行 き ます か」 の 「行 き ま す か 」 が 「来 ます 」
に も聞 こ えて しま う原 因 をア ク セ ン トか ら説 明 。「行 き ます 」 の第1
拍 が 低 ア ク セ ン トで あ る た め,[い]の 音 が 聞 き に く くな っ て い る。
「来 ます 」 に 聞 こ えて も,2拍 目 と3拍 目が 高 アク セ ン トな ら 「来 ま
す」 で は な い が,こ の あ た りの ア ク セ ン トの正 確 な聞 き分 け は む ず か
しい の で,文 脈 そ の他 の手 か が りを使 うス トラテ ジ ー を採 用 す る よ う
指 摘 。
12月11日(第35課)
◇「ぬ す む」 を 「ゆす む」 と聞 い た学 生 につ い て,第1拍 の[n]音 の 閉
鎖 が 弱 い た め で あ る こ とを説 明 。 「大 金 の落 と し物 」 とい う話 題 の ニ
ュー ス(を 模 した教材)な ので,文 脈 か ら語 彙 の類推 をす るス トラ テ ジ
ー を働 か せ る よ うに指 摘 。
1月15目(第36課)
◇ 「肉 を切 っ た り」 の 下 線 部 分 を 「買 っ た り」 と聞 い た 学 生 に つ い て,
[kittari]の 第1音 節 の[i]が 無 声 化 して 聞 き に く く,そ こ に第2音 節
の[a]音 の 印 象 が残 って,「 買 っ た り」 に 聞 こ え た もの と解 説 。 デ パ
ー ト内部 の説 明 文 が教 材 で あ る と こ ろ か ら,「 店 の人 」 が主 語 な の に
「肉 を買 う」 の は お か しい とい う判 断 を働 か せ るべ き で あ る こ と を指
摘 。 「注 文(を 聞 い た り)」 を 「ち ょ う も ん」,「(乗 り物 に)乗 っ た り」
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を 「のん だ り」7)と聞 い た学 生 につ い て も,同 様 に聞 き誤 りの起 こ る
原 因 の解 説 と聴 解 上 の注 意 点 の指 摘 を行 った 。
◇練 習1の"waitress"を カ ナ表 記 で どの よ うにす るか を検 討 。「ウ ァ
トレス」 「ウェ ッ ト レス」 な どか ら 「ウェ ー トレス 」 「ウ ェイ トレス」
を導 き出 す 。 この よ うな外 来 語 の表 記 の知 識 が 目本 人 の聴 覚 印象 を知
る うえ で重 要 で あ る こ とを指 摘 。 また,「 ウェ イ」 の表 記 が発 音 上 は
[ウェ イ]に な りや す い こ と も説 明 。
◇「ム を待 って い ます 」 の下線 部 分 が 聞 きに くい とい うの を[hito]の[i]
の無 声 化 と[h]の 有 気性 の弱 い こ とか ら説 明。
◇ 問 題3の 「暖 か い 目」 とい う語 句 が 聞 き取 れ な い こ と に つ い て,
[…kaihilと い う音 の連 続 で[h]の 有 気 性 の弱 い た め に[...kaii]
とい う音 印 象 に な っ て しま うた め とlihi]の 部分 が 低 ア ク セ ン トで あ
る こ とか ら説 明 。 こ の よ うな音 は 非常 に聞 き取 りに くい こ とか ら,文
脈 に よ る意 味類 推 の ス トラテ ジ ー を活 用 す る よ うに指 摘 。
1月22日(第37課)
◇練 習1の 「田 中 君 」 が 聞 き取 れ な い こ とに つ い て,[tanakalと い う
音 連 続 で[n]の 閉 鎖 が 弱 まる こ とか ら[ta:ka]と い う音 印 象 が生 じる
た め と説 明 。文 脈 か ら人 名 で あ る こ と を考 え て,[ta:kalに い ちば ん
近 い人 名 を考 え る よ う指摘 。
2・ 既習項 目の復習
3レ ベルの学生は,さ まざまな機関で初級 を終了してきた学生たちの集
7)1拍 分 の特殊音素 を認識 しなが ら,ど の特殊音素 であるか同定で きて いない
とい うとい う誤聴 で,上 級学習者 に も見 られ る。 その具体例 は,川 口(2001)のp .
12参 照 。
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合であるため8)初級の既習項 目の理解 について確認 してお く必要がある。
2000年 度春学期に同じレベルを指導 したときに確認のため行った復習で,
秋学期 もやは り復習が必要であった ものを,以 下,授 業ごとに紹介する。
それ を見ると,初 級の文法項 目の相当部分を復習 しているのが分かるかと
思 う。
10月16日(第26・27課)
◇第26課:～ ノダ ・～ンダについての解説。「た くさんのロボッ トが
あります」 と 「...あ るんです」はどうちがうか。/「道具」 というこ
とばの意味。
◇第27課:形 式名詞 ノヘの注意を喚起。「分か らないのは」のような
句内のノを聞き落 とさないように注意する。/テ ンスの違い。「どちら
が勝ったかす ぐ分かる」 と 「どちらが勝つかす ぐ分かる」の意味の相
違 と,そ れが どこか ら生 じるかを解説/「(立 派)ナ(体)ヲ シテイル」






◇動詞 ・形容詞 ・指定詞仮定形の形態変化/接 続助詞バとタラの相違お
よび接続助詞バとトの相違。特 に同 じように使える場合 について/副
助詞 トカの用法
11月6目(第30課)
◇「行 く」 と 「来 る」の相違/命 令形の形態変化および～ナサイ型 ・～
8)今 期 は6名 の学生 がいたが,タ イ人学生1名 のみが早 稲 田の別科初級 を終 了
した学生で ある。 もう一人 のタイ人学生 は,母 校で第2外 国語 としての 目本語 を学
習 した。 中国人 の学生 は 目本 の民間学校で6ヶ 月,3名 の韓 国人学生 は来 日前 に 自
習か国内 の語学学校 の短期講座 を受けただけで来 目している。
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テ型 ・～ テ ク レ型指 示表 現 の復 習/「 禁 止 の命 令 」 表現(～ ナ ・～ ノハ
ヤ メ ナ サイ ・～ ノハ ヨシ ナ サ イ ・～ ナ イ デ ・～ ノハ ヤ メテ ・～ ノハ ヨ
シ テ)の 復 習/[(へ ん)ナ(音)ガ スル]型 表 現 の復 習 。
11月13目(第31課)
◇可 能 形 の形 態 変 化/「 ラ抜 き こ とば 」 に つ い て の解 説/副 助 詞 デ モ ・
ナ ンカ の意 味 と用 法
11月20目(第32課)
◇～ ンデ ス カ質 問 の意 味 。 「ど う して食 べ な い ん です か」 と 「ど う して
食 べ ませ ん か」 との違 い 。特 に,疑 問 詞 と～ ン デ ス カの共 起 性 に つ い
て/原 因 ・理 由 を説 明す る ～ ンダ,依 頼 の た め の状 況 説 明 の ～ ンダ な
ど/[～ シ ～ シ]の 累加 表 現 の復 習
11月27目(第33課)
◇意 向形 の形 態 変 化/副 詞 ズ イ ブ ンの 意 味
12月4日(第34課)
◇～ ツ モ リダ と～ 予 定 ダの相 違/[(時 間 ・お金)ア リマ ス カ1型 の表 現 に
お け る格 助 詞 の 不存 在 につ い て・ 省 略 で な く 「無 助 詞 」 と説 明/接 続
詞 ソ レデの機 能(前 提条 件 の あ る順接)に つ い て の注 意 喚起
12月11目(第35課)
◇受 身 形 の形 態 変 化/「 財 布 が 盗 ま れ た」 と 「財 布 を盗 まれ た 」 の 相
違/非 常 の受 身 の事 実 上 の主 語 マ ー カ ー,～ ニ ヨ ッテ の 復 習/1ダ ッ
テ ～ ノ ヨ1型 の表 現 の 紹 介/[疑 問 詞+ダ ッ テ(だ れ だ って)1型 表 現 の
紹 介/接 続 詞 ソ レガ の機 能(後 続 部 分 が話 者 に好 ま し くな い 内 容 で あ
る点 の前 触 れ)に つ いて の注 意 喚起
1月15目(第36課)
◇[～ タ リ～ タ リ]表 現 の復 習/副 詞 ス ゴ クの意 味 の確 認 。 トテ モ ・非 常




◇使 役 形 の形 態 変化 。一Saseru型 使 役 と 一Sasu型 使 役 の整 理 と復 習/
[一Saseテ モ ラエ マ セ ン カ]型 依 頼 表 現 と[一Saseテ イ タ ダ キ マ ス]型 宣
言 表 現 に つ い て
3.学 生か らの 質 問
3レ ベ ル の学 生 は,初 級 か ら中級 へ 進 む段 階 の学 生 で あ る た め,自 分 の
文 法 ・語 彙 知識 を確 認 した く,ま た,そ の よ うな質 問 を正 確 にす る 目本 語
力 が あ る。 そ のた め,授 業 中に さ ま ざ まな 質 問 を して い る。 これ らの質 問
を記 録 してお くこ とは,初 中級 の学 生 に対 す る文 法 ・語 彙 指 導 の項 目を考
え る うえ で役 に立 つ と思 わ れ る。 そ こ で,以 下,授 業 ご とに学 生 の質 問 を
紹 介 す る 。全 体 に は,語 彙 の意味 の相 違 につ い て の質 問 が多 い こ とが分 か
る。
10月16目(第26・27課):質 問 な し
10月23目(第28課)
◇ タ ラ条 件 文 と ト条 件 文 の相違(ち ょ う ど復 習 ・解 説 項 目 と一 致)/知 ル
と分 カ ル と の相 違(春 学 期 も同 じ質 問 が別 の課 で あ っ た)/「 あ の,さ
あ」 の サ ア の使 い方 に つ いて/「 子 供 が あ る」 とい う言 い方 の ニ ュ ァ
ンス につ い て/「 愛人 」 と 「恋 人 」 の相 違
10月30目(第29課):質 問 な し
11月6目(第30課)
◇ コ ラ!の 使 い 方 に つ い て/「 飲 み な さ い」 と 「飲 ん で くだ さ い」 の
相違/自 動 詞 と他 動 詞 の命令 形 の形 態 変 化(止 マ レと止 メ ロ)
11月13目(第31課)
◇ マ ッス グ とモ ウス グ は 同 じか/ア ス とア シ タ の相 違
11月20目(第32課)
◇ ニホ ン とニ ッポ ンの相 違
11月27目(第33課)
◇「言 う」 のイ ウ発 音 とユ ウ発 音 の相 違
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12月4目(第34課):質 問 な し
12月11目(第35課):質 問 な し
1月15目(第36課):質 問 な し
1月22目(第37課):質 問 な し
4.ま とめ と課 題
以上,見 て き た よ うに 「聴 解3E」 ク ラ ス で は,聴 解 ク ラ ス と して の指
導 の ほか に,さ ま ざ まな こ と を行 っ た 。今 これ らの指 導 項 目 を を分 類 して
み る と,次 の よ うにな る。
1.聴 解 指 導 関係
i.聴 覚 印 象 の検 討
聴 解 指 導 の ク ラス で あ る か ぎ りは,こ の部分 の指 導 を避 け て通 る わ け
には い か な い で あ ろ う。今 回 の記 録 を見 て も,次 の よ うな理 由 で 目本 語
の実 現 音 と 自身 の聴 覚 印 象 のイ メー ジが 異 な り,既 習 項 目の 聞 き取 リボ
でき な い とい う問 題 が生 じてい る。
(1)無 声 化 で聞 こ えず:「 しか た が な い」 が何 だ か分 か らな い
(2)低 ア ク セ ン トで聞 こ え ず:「 行 き ま した」 の 田 が 聞 こ え ず 「来
ま した」 に
(3)呼 気 が弱 くて聞 こ えず:「 人 」 が何 だ か分 か らな い
(4)閉 鎖 が弱 くて聞 こ えず:「 居 問」 が 「岩 」 に
(5)ガ 行 鼻 濁 音 が聞 こ えず:「 マ ンガ の」 の 「ガ」 が聞 こ え ない
(6)複 合 し た原 因 に よ る誤 聴:
1)特 殊 音 素 の 混 同:「 乗 った り」 が 「飲 ん だ り」 に
2)後 続 母 音 の影 響:「 切 っ た り」 ボ 「買 った り」 に
3)低 ア クセ ン トで の弱 い発 音:「 暖 かい 日」 が何 だ か分 か らな い
4)低 ア ク セ ン トで の音 節 融 合:「 国技 館 へ 来 ま した」 が 「...へ
行 きま した 」 に
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このような問題は,目 本語の音声の実現形 を何回も聞き,例 えば 「行
きました」 とい うのは[キ マシタ]と 聞 こえる(が しかし,「来 ま した」
とはアクセン トが違 う)ということを実感 し,自 身の聴覚印象の訂正を
行わなければ克服できない。このことは,聴 解指導上きわめて重要なこ
とであると考えるが,管 見の及ぶ限 り,他 の文献等でこのように誤聴 の
プロセスとその克服の重要性が指摘 されているのを知 らない。
ii.理 解のス トラテジーの指導
言語の実現音 を,そ の母語話者 と同様の音韻感覚で聞き取 ることはき
わめてむずかしいことであるとい うことが,上 記の指導で理解 されて く




聞 き落 としやすい格助詞や形式名詞 を文法知識で補 う。例 えば
「テ レビで見ると違 う」では意味が通 じなければ,「 … 見 るの
と...」 なのではないかと疑ってみることなど。
(2)文 脈的ス トラテジー:
談話全体の話題や展開から出て来そ うな語彙 ・表現を予想 して,
聞き取 りの準備 とする。例 えば,「 大金の落 とし物」が話題の談






な問題 を始め,ア クセン トの弁別(「いっぱい」 と 「一杯」,「呼んでも」
と 「読んでも」)などは,発 音練習 も含めてこまめに指導 し,目 本語 と学
生の母語 の音韻体系 の相違 を意識化 す る必 要があ る。表記 の確認
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"waitress"は 「ウ
ェー トレス」,「撮影」は 「さつえい」 と書いて[サ
ッエー]と 読む)も この部分に分類 していい指導項目であろう。
II文 法指導関係
i.形 態変化の復習
初 中級である3レ ベルでは,初 級文法の復習が欠 かせないが,と り
あえず初級後半で学習する文法上の形態変化 を整理 しておくことが重要
であろう。初級学習の形式の異なる3レ ベルのE・F(学 部大学院正規
生 ・科 目等履修生対象)ク ラスでは,学 生全員が同様の文法知識を共有
しているとも考えにくいから,こ のような復習 ・整理はなおさら必要 と
なる。その場合,『 毎 目の聞 き取 り50目 』のような,文 法事項ごとに
課 を構成 してある教材は便利である。今回の記録か らも,次 のような,
初級後半では必修の形態変化の復習が行われたことが分かる。なお,教
師の側 では,学 生が次の学期 は中級である4レ ベルに進むことを意識
して,初 級 では見落 とされがちな(使用教材の中でも扱われていない)項
目を追加 している(追加分を下線 で示す)。
◇動詞 ・形容詞 ・指定詞仮定形の形態変化/命 令形の形態変化および
～ナサイ型 ・～テ型 ・～テクレ型指示表現の復習/「 禁止の命令」
表現(～ ナ ・～ノハヤメナサイ ・～ノハ ヨシナサイ ・～ナイデ ・～
ノハヤメテ ・～ノハ ヨシテ)の復習/可 能形の形態変化/「 ラ抜きこ
とぼ」についての解説/意 向形の形態変化/受 身形 の形態変化/
[～タリ～タリ1表現の復習/使 役形の形態変化。一Saseru型 使役 と
一Sasu型 使役の整理 と復習
ii.構 文関係の整理
形態論 レベルの活用語の形態変化のほかに,文 法事項 としては構文関
係,あ るいはいわゆる 「文型」関係の知識の整理が必要になるであろ
う。これ らにっいても,下 線 を施 した事項は,使 用 した教材 では復習 ・
整理ができるようにはなっていない。
◇テ ンスの違い。「どちらが勝 ったか分かる」 と 「どちらが勝っか分
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かる」の相違/副 助詞 トカの用法/副 助詞デモ ・ナンカの意味と用
法/[(時 問 ・お金)ア リマスカ1型 の表現における 「無助詞」につい
て/「財布が盗まれた」と 「財布 を盗まれた」の相違/非 常の受身
の事実上の主語マーカー,～ ニヨッテの復習
iH.談 話関係の整理
中級へのステップとしては,文 レベルか ら文章 ・談話 レベルの理解が
できるような知識 を習得することが目指 されるべきである。今回の使用
教材の中にこのような知識につながる,以 下のような材料があることが
確認されたので,指 導項 目とした。この中では,特 に文章 ・談話の構成




◇原 因 ・理由を説明する一ンダ,依 頼 のための状況説明の～ンダな
ど/接 続詞 ソレデの機能(前 提条件のある順接)に ついての注意喚
起/[ダ ッテ～ノヨ」型の表現の紹介/[疑 問詞+ダ ッテ(だ れだっ
て)1型 表現の紹介/接 続詞 ソレガの機能(後続部分が話者 に好 まし
くない内容である点の前触れ)についての注意喚起/[一Saseテ モラ
エマセンカ]型 依頼表現と[一Saseテ イタダキマス]型 宣言表現 につ
いて
IIL意 味指導関係











バ と トの相違。特 に同 じように使 える場合 について/「 行 く」 と
「来る」の相違/～ ッモ リダと～予定ダの相違/[～(モ)シ ～(モ)





以上,「 聴解3E」 での指導を例 として,初 中級 の聴解クラスで指導 さ
れるべき項目を検討してみた。聴解 クラスとしては,既 習の文法 ・語彙項
目の聴覚印象 の訂正 ・調整 を通 じて,そ れらの項 目が言語音 として実現さ
れたときの理解力 を確 かなものにする訓練が必要になる。それと同時に,
聴覚印象にとらわれず文法や文脈の手かがりを聴解 に応用するス トラテジ
ーの活用 と,そ れと平行 して行われ るアクセントの聞き分 けや異音の生ず
るメカニズムの理解に関する学習が行われるべきであろう。これらの訓練
を目指 し,そ れ専門に作 られた市販教材は,現 在のところ存在 しないの
で,こ のようなものが目本語研究教育センターの教材開発計画の中に組み
入れられるべきかと思 う。それまでは,担 当教師が使用教材の会話や報告
の談話材料から,聴 覚印象の訂正 ・調整のてがか りとなる項 目を見つけだ
す作業をしなければならないだろう。
また,初 中級での聴解指導は,初 級から中級へ移行する中間段階での初
級既習項 目の復習 と一部の中級学習項 目の紹介を含まざるをえず,全 体的
には総合的な言語学習の様相を呈する。その意味で,こ のレベルの担当講




以上のような指導項 目は,別 科専修課程の 「文章表現」・「文法」・「発
音」などのクラスでも扱われるものであるため,専 修課程の教育の合理化
のためには,ど の部分をそれ らのクラス任せにし,よ り 「聴解」に特化 し
た指導 を可能にするかが検討されねばなるまい。それが今後センターの専
修課程全体,特 には総合学習の色彩の残る初中級 レベルにおいて,解 決 し
なければならない問題の一つであろう。
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